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日本列島の生い立1ちをさぐる

④一遇

7西爾1ヨ水内側

面南員本内側の白醒系は申園地方西部および北九州

紀豊西層鮮と関門層灘と淋ある(錦綱67図参照)血

関門層灘は古くから硯石層鮮&もよばれ一部は中国地

方東部兵庫県下塞で散在している､飛騨高原の等取

累層灘の上半部に当る有徹白眉灘は硯石層灘とは同時異

相の堆積物を虎徹される音とこるが飛騨高原の酒部に

は本月累鰯とよぶ潴色砦から抵る地質系統秘あって筆

者は硯石層灘の一部であると見微したのみ匁らず､

かってはシルル系の基底襟岩とか二畳系の一部と見徴

された大谷礫岩も本戸累層の相当層とさえ考えられるぽ

至った.

西南員本内側にぼ現有層群よりおくれて翰岩ないし

安山岩ならび1こ流紋岩からなる中性および酸性の火山活

動がきわめて激しかった古さらにそれよりも遅れてい

わゆる帝国底盤として有名な白亜紀末の花筒岩類の貫入

が大規模ぽ行なわれている､

アｰマ鐙濁鰯群

ジ嵐ラ系の項でのべたが下部の清末層(厚さは500㎜

をこえる)は植物化石を多産しジュラ系最上部とみな

されている刮清末層ぽ整合する吉母層は領石型動物灘

を含む.広島大学長谷晃教授は11属!逆種を識別した

がそれらの二枚貝には肋伽棚0ゐ(肋ゐ榊Zω榊紗

刎伽〃(N違UMAw)3〃榊伽∫ゐ(YABE狐dNAGA0)

R(Pα湖60沁加ぬ)8伽肋〃ε7!3ゐ(YA甑釘MNAGAC)

縛のほかにCO1扮勿Zα(挑30伽伽肋)滅鮒伽1泌組類

似するものも得られている.これらの化石のうちには

九州の川口層から産する化石と共通のものがδ種他に似

たものが3種知られている.さらに清末層にも慨㈹･

岬伽4zα械｡グ伽必1ζ似たものが得られている､吉

母層は厚さがおよそ200舳で砂岩頁岩の互層からなって

幾つもの層準から貝化石が密集して産し上記の化石の

うちには関門層鮮の下部の脇野互層鮮および朝鮮の洛

東統紀共通す為遣械妙泌粂泌顯燃絨s0測狐および

且如み紗燃絨曲抄榊1曲Sび刎触も含凄れる吉吉

母層は高加世を示すがことぽよると清末層の一部も高

知世に属する可能性がある｡吉撮層の土部には砂岩礫

砦の部分もあって層内に井整合が知られている｡

河合正虎

7-2箔撤負綴騨

Vジ皿ラ系の項でのべたのでここでは一部の事実

を追加する紀止める昔鍛運筆者が白山の東側の大白川

流城を地質調査所松野久也博士および繭村嘉四郎技官と

典に調査研究していたところ詳細は今後検討を要する

がこの付近では屍P簾層は工言000狐近い厚さがある

と確定される由化石はC鰍伽〃銘(Mω0ω泌加Zα)

棚･グ{㈱麦ぶが下部から上部紀わたる多くの層準から多数

紀産出しこのほかに上部には儀か扱がらTブ伽加脇∫

凄たはW抄伽榊顯勅が含凄れる｡別山のC0伽･"α

はことによると称岩累層紀属する可能性がある｡少し

脱線するが別山山頂の税負の化石の断面が駒のひづめの

跡に似ていてこれから禰騨という地名が生じたといわ

れる刊九頭竜川上流の加療村は下穴馬上穴馬両村が

合併したが上穴馬の持穴にはデボン系の石灰岩に子馬

泉谷の白馬洞とよぶ鐘乳洞がある.石灰岩に含まれる

腕足貝の断面が馬のひづめあとに似ていることからっい

た地名といわれる､

鉛を鉋

前田四郎教授(五960)は庄川の東の小鳥川支流の栗谷

に石徹自層鮮の存在を報じた｡筆者はその地域の一部

の禿倉の東側ノゲクラとシンミッ谷の一部を調査した.

ごの地域は人錬より遠く離れ非常に瞼鰹で調査の困難

匁峡谷であってごの地を最初に訪れた前田博士のご奮

斗に敬意を表する｡

シンミ汐醤磯籍鰯巨礫を含みおそらく石徹

白川流域の山原礫岩紀相当し驚コ谷シンミッ谷の砂岩

を主体とした地層はノゲクラ谷互層の下部であり禿倉

およびノゲクラ合流叙より下流紀頁岩を主体とし淀上部

がある亜この頁岩は標式地の伊月頁岩に相当する花

ろう｡

前田博士の見解ぽよると上部に痢って粒度が粗く怒る

とみ扱されたが､筆者は地層カミ逆転したものと考える.

白亜紀後期の面谷流紋岩類が石徹白層鮮を不整合におお

いこれらに対して飛騨片麻岩複合体か構造関係をもっ

てかなり広く分布する古さらに花筒斑岩がこれらを

興きいずれも新生界の安山砦類や礫層によって一部が

潟おわれている彗

岐阜県北部の神岡鉱山付近紀は横山樹上とよぶ大き匁

断層があって有徽白眉鮮と飛騨複合砦類とを分離してい�
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る.神岡の茂住坑で最近一320㎜およ父一500m塊と

よぶ運搬坑道を開きくしたところが両坑から片麻岩

花商岩等のほかに礫質岩および黒色のホルンフェルス

様岩石がかなり広い範囲に現われた.礫質岩は見かけ

が石徹白層群の基底部の庵谷峠層のものとよく似ている.

坑道の上側の地表には片麻岩などから狂っているので

礫質岩などが石徹白層鮮のものとすると地質は大きく

逆転していることになる.しかし礫質岩やホノレンフ

ェノレス様岩石は堆積岩ではないと考える者もあり早急

に判断はできないが興味のある課題が提供されたこと

を付言しておこう.

ト5関門鰯群(硯石層灘)

本属灘は中国地方で一般に硯石層群の名で知られた.

九州大学の松本教授らによって北九州および画中国で地

層カ主区分されその層序が確立され赤間関硯の材料に利

用されたことから起こった硯石統(InkstoneSeries)の

名は適当でないので関門層群とよばれるようになった.

北九州のいわゆる脇野層と硯石層鮮とは別個の地質系統

と考えられていたものであるがいまでは硯石層群の主

体は脇野互層群であるとされる.

しかし多くの地域で硯石層灘の研究が行なわれてい

るのにかかわらず岩質変化が激しく化石を産出する

ところが一部に限られているので局部的た地層の区

分はできても標式地のものに対比することカミ容易でなく

このようなものはやはり硯石層群とよばれている.関

門層群およびこれに類似する地層は第64図に示される

ように南朝鮮にもあって慶尚層群とよばれ下部カミ洛

東上部カ噺羅両互層灘である.東京大学の故小藤文

次郎教授は画中国一北九州一南朝鮮のこれらを含めて

対島盆地とよばれた.小林名誉教授は吉母脇野下

関等の地層の堆積と造山運動とを結びつけて第84図のよ

うな模式断面図を示された.

硯石層灘の分布は津島盆地のほかに広島県東部岡山

県西部兵庫県の篠山盆地に知られ類似する地層カミ福

井県南部にもある.第64図の分布は現在知られている

地域であるが1億2千万年位むかしのものがむかし

のとおりに分布することは到底考えられず堆積当時は

今よりもずっと広範囲にわたっていたのであろう.

(A)北九州および画中国の関門層群

山口県の豊西層群上部の吉母貝化石層で示される吉母

湾が消失して硯石層灘の堆積がはじまった.北九州の

脇野湖に沈積した脇野互層灘が下部でその上に下関互

層群がのっている.広島大学の長谷教授や福岡教育大

学太田喜久助教授らによって研究された.
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第幽囚麗醐鵠鰭議鰯階軍襲馨灘轟模鍍

は火山噴出のあった硯石統堆穣当時

1.吉概湾入2.脇野湖3.対馬盆地

y.山口層群t.豊浦統p.一本松相国層i.硯看統､.…1

郡変成岩類m.美称統W･脇野統汎硯石期の火山

(小林貞一1941による)

磁野璽鰯群

直方の西方のいわゆる脇野地域を標式地とし北九州

に数カ所分布が知られる.また門司付近から下関をへ

て山口県では厚狭付近まで知られている.

干石層古い地層を不整合におおう下部層である.

基底礫岩からはじまり砂岩および黒色頁岩からなる.

厚さは脇野付近で400その西方で500m近いが小倉の

東では250m位'となり山口県下では分布が知られてい

ない.脇野付近では薄い石灰岩が2～3層準に見出さ

れている.淡水棲貝化石を含む.

如来田層本亜層群の中部層である.千石層を非

整合山口県西部では直接に基盤をおおう.薄い礫岩

からはじまり砂岩黒色頁岩珪質頁岩および層灰岩

から征る累層で一部に瀦色婁たは緑色をおびる砂岩を

はさみまた礫岩にとむこともある.厚さは場所によ

ってかなり変化し脇野や厚狭付近では150m足らずそ

の西方山地八幡付近および山口県豊西等では400m内

外となる.化石の産出は千石層におよば狂い.

若宮鰯本亜層群の上部層で中部層を非整合にお

おう.砂岩が優勢で礫岩頁岩を伴いまた緒色な

いし緑色砂岩もある.非整合関係で上下に2分される.

下部は厚いところは600m一をこえるが一般にはおよそ

400mである.石灰岩を挟むところがある.千石お

よび如来岡層と1同様に岩質変化にとむと共に化石は多

産する場所と時には全く産出しないところがある.上

部は山口県西部で厚く狂り550mに達する.粗粒砂岩

が多くなり礫岩や緒角岩を伴う.

脇野互層群から産出する淡水棲貝化石は二枚貝の1〉;公

知刎〃初伽加(?)6£c〃〃9∫加〃郷ゐ(GRABAU),“八位

タク｡れ｡れα加"3伽go肋肋5ゐOTA,“凡"ωα尾伽｡θ刎ゐOTA,

P眈〃｡〃〃｡尾ω伽刎｡η物3ゐOTA,R〃α肋｡〃9肋3ゐ

ηα肋｡〃9㎝3ゐKOBAYASHIandSUzUKI,R伽肋｡昭肋∫ゐ

伽〃砂伽α物∫SUZUKI,Rかδ伽馳Zα桃KOB.&SUZ.,�



皿プgo〃｡〃鮒力ω眈あ〃ω鋤5SUZUKI,rク欄κ主棚ゐ磁鮒

舳湖絨○猟皇巻貝の勘切妙沽加加ツ伽滅S帆享汲

ωα是加06η∫むKOB.&SOz｡〃召Z硲〃｡{4`3(〉㌻£み加～獅～加)

加な泌加郷ゐOTA.y加担伽伽㈱昭｡伽5あKO私&S睨.宝

貝エビ万3伽グ油∫主舳η舳η{KUSUMI等でこれらの

化石はアジア東部に特有のものである.類似する動物

化石は南朝鮮の洛東亜層群狂どによく知られている.

一部は紫色を呈する.

福江糧福江の海岸にみられる.筋が浜層と断層

だが上位のものといわれる.下部は50皿が安1⊥1岩質火

山礫岩で主部は厚さ150狐以上安山岩の熔岩であり火

山角礫岩や赤紫色凝灰岩を伴う.厚さはおよそ200m

である.

下関睡鰯群

脇野互層灘カミ礫岩砂岩頁岩石灰岩などの正常な

堆積岩からなるのに対して下関重層群は火山弊履岩か

らたっている.す恋わち熔岩凝灰岩凝灰角礫岩

火山円礫岩凝灰質の砂岩や頁岩等である.標式地は

関門地域である.厚さは最大のところで約3,000皿で

ある.

塩沢鰯淘汰不良の厚さ100mの礫岩からはじまっ

て脇野互層群を不整合におおう.襟種は安{岩石

英安山岩砂岩チャｰト結晶片岩等で円礫ないし亜

角礫である.中部は凝灰質の砂岩や頁岩でおよそ厚さ

が80m上部は安{岩質凝灰猪および角礫凝灰岩からな

る.岩石は瀦色緑色および雑色を呈する.厚さ

は全体で300～350mに達する.

北彦島火山岩鰯下部は厚さ150～200mの変巧し

た角閃石安山岩で緑色～緒色を呈する.中部はこれに

整合した厚さ150～200mの輝石安山岩で瀦色をおび

しばしば角礫状を呈する.助岩や安山岩の岩脈や岩床

が貫入している.上部は小門層とよばれ安{岩石

英安山岩質角礫岩凝灰岩および安{岩の熔岩から抵り

厚さは約130㎜である.全層厚は約70◎醐である.

筋ガ浜鰯北彦島層を非整合におおう｡安山岩質

の凝灰岩凝灰奔礫岩凝灰質の砂岩頁岩礫岩等か

ら桂る.厚さはおよそ800mで岩石は一般に暗緑亀

(岩

n主

･｢

1翻5図

Iい涛)ゆ葛上原按

の肩灰岩巨大礫

の尻取図

Cg:瀦亀凝灰質

礫岩

L麗:書生界の石

灰岩

u:不整合

(今村外治ら

1951による)

(遍)岡山県南頭部おぷぴ広島県東部の硯宿層群

岡山県南西部から広島県境の酉まで硯石層群が散在し

て知られる｡広島大学の楠見久教授らによって研究さ

れ稲倉層の名が与えられている.

稲倉繰上下に2分される.下部層は基盤の古生

界を不整合におおう西ノ谷礫岩層(厚さ79m)とその上

に整合する山地頁岩層(厚さ70n})からなる.西ノ谷

層の礫岩には看灰岩の礫がほとんど扱く頁岩砂岩

チャｰトが多い.山地層には貝エビの肋63海グあsP.,

巻貝のy加伽榊(8伽滅〃)0η090伽主3,のほかに二

枚貝等が含.まれる吉植物化石には五Zα如6Z"刎sP･･

“励伽1}ψ伽伽チバsp山も知られる.上部層は石槌山赤

色凝灰岩層(厚さ63m)とよばれ下部層を非整合にお

おう.

広島県深安郡加茂町付近の稲倉層の下部は緒色凝灰岩

を伴う礫岩層(厚さ247搬)で上部はそれに整合する

砂岩頁岩の互層(厚さ11㎜)から恋ゆ二枚員や巻貝

C01切ω加sP.およびWψα伽sP｡を含む｡稲倉層

の上位には整合(?)関係で厚さ約五00帥)安山岩がのる｡

広島県指定の天然記念物に｢上原谷の膚灰岩巨大機｣

がある.石灰砦の大きさは幅33㎜商さ3C狐奥行31

㎜以上のもので上と下をの双方に石灰岩礫が稿色凝灰

質物で膠結された稲
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山

倉層からなる.1石

灰岩の下前面には全

奥行は30㎜以上の洞

窟が開いているとい

われる剤その西方

にも奈巨大磯鳶が知

られている.広島

大学の今村外治名誉

教授と楠見博士とは

第8鰯

裟汽杜洞窟内紀おける石

坂鎧と荷灰岩礫岩との関

係(上原谷の巨礫岩)

調号は第畿図{こ同じ

(今村外構ら19δ1による)�



�

硯石層群堆積中の異常たできごととして考えられている.

第85区および86図に上原谷巨礫と洞窟の見取図を示す.

神石郡油木町付近の稲倉層は非変成古生界を不整合にお

おい下部層は緒色凝灰岩を含む礫岩層(厚さ120皿)

上部層は塊状および象1腰性の頁岩の互層(厚さ約45m)

からなる.上蔀層から貝エビ五㈱伽肋sp"服伽

ブ伽∫sp.等を産す.豊松村では下部層の厚さは100m

上部層は100m余(嫡色または珪質凝灰岩からなり貝

エビの化石を含む)比婆郡東城町の東のものは下部が

30～50m上部が緒色凝灰質砂岩頁岩から祖り厚さ140

mである.甲奴郡甲奴町付近の稲倉層は礫岩楕色凝

灰岩層で厚さは60～90mで化石は知られていない.

楠見博士ら(1965)は酉ノ谷層を標式地の脇野互層灘如

来同ヨ層上部ないし若宮下部層山地層を若宮上部層石

槌山層を下関互層鮮塩浜層に対比した.

(C)岡山県北西部の硯眉層群

岡山県北西部から広島県北東部にわたって分布する硯

石層群は石灰岩礫岩と緒色をおびた頁岩や砂岩によっ

て特徴づけられる.このほか青緑色の砂岩や頁岩旛

色と青緑色のまざった角礫質礫岩等からなり一部に玲

岩一安山岩の岩脈や岩床(または熔岩流)等が伴っている.

石灰岩礫岩には古生界の石灰岩を伴いその大きさは径

数mのものがある.そのほか石灰岩には数10mから延

長が数100mにわたるものもあって基盤自体であるか

上原谷のものと同様に石灰岩礫岩に取り込まれた巨礫様

のものかあるいは衝上地塊とか問題にたるものが諸所

に知られている.楠見教授ら(1965)は成羽付近の硯石

層群の研究成果を公表した.

この付近では下部層は赤色凝灰岩と互層する礫岩から

なって厚さは20～230m上部層は赤色凝灰岩を主と

し凝灰質角礫岩をはさみ諸所に砂質または泥質の部分

のある厚さ20～130mあ地層からなる.岩質によっ

て石槌山相当層とみなされる.また教授らはよ位の

安山岩を下関互層鮮の北彦島狂いし福江層に対比した.

しかし成羽付近の硯石層灘は稲倉層と岩質が類似する

のでことによると脇野互層群に当るかも知れない.

成羽地域の硯石層灘は三畳系成羽層群および成羽層

灘に衝上した石灰岩を主とした非変成古生界の双方を

不整合におおっている.石灰岩の分布は第87図に示す.

硯石層群はまた石灰岩の下位にもしばしば見られる.

小林名誉教授(1941)は石灰岩の下位にある硯石層灘は

古い洞窟に堆積したとみなした.その王露頭と両者の

関係を示す模式図を第88区および第89図に示した.楠

見博士ら(1965)もこれを支持して多くの論議をつくした.

羽山に見られる石灰岩と下位の硯石層鮮との関係を第90

図に示し難波江のものを第91図に示した.その見解

によって彼は旧説を改め成羽川支流島木川流域の古生界

三畳系白亜系の関係を第92図の地質断面図で説明した.

�

一.ぺ

�

簿苧烹鰍轟繋撚…

第88図中村石灰岩の古い洞窟に硯石層群が堆積したとみ柱す地点の露頭の見取図

(小林貞一1941による)中村石灰渚Lsは三畳系成羽層群に衝上した

1gは硯石層群の基底礫岩と

みなされる石灰墨礫岩でC

においてLgの下から現わ

�

第87鰯成羽付近の孫厭措塊の伽佃(欄規狐亀呈§鑓五部追加)これらの

菊妖糊ま鵬蕎溺繊の刊宣かも欄葦)省泌か畿たは硯肩層群中に見

られ五位はいずれも覗孫鰯榊ごぶ欄て不縫合紀おおわれる

①は第88図

2紗

②ほ第90図

⑧ほ第92図のそ

れぞれの位置

を示す

第89図

書鱗灘

堆積したとみ桂

す説明図(小林

貞一1941による)

1音の谷壁の残

存したもの(化

石谷壁)2.昔の

洞窟(化石洞窟)

れるCは化石洞窟Cは

第89図の2に当り1gの大

都分は中村石灰岩の上にの

ると小林教授は解釈した

�

�

�

50コ1ノ

中村石灰岩と砺層鰐ω

鞭､､蓋鵬羽鷲駕伽

(楠見入ら1965による)

二畳系L㎜:中村石灰岩20

白亜系In=硯石層艦

L㎜Cg:石灰岩礫岩Cg:10

雑色礫岩Tu:猪色頁岩

C:小洞窟数字は厚さm
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第91図看恢潜皇硯石層群との関係(楠見入ら工965)成羽町

難波江西北方1㎞蓋の地点左は地質柱状図宥は石

灰岩と硯石層灘礫娼の境の洞窟憧糠積物楠見先生ら

寧この小洞窟の蟻練物のよ引こな欄て下位の硯看層群

が洞窟刺ζ擁穰とみなし淀

二畳系し鰍妻牢村須荻幾白斑系h'観石煽鱒｡嚢:雑

飽礫鎖鎌:砂質頁岩～繕色凝灰裏?㎎`錆色凝次号

～錆色賞者G憎い時代の洞窟性堆積勘(砂礫)

それによると成羽層灘堆積後に大賀衝上とよぶ古生界

の石灰岩の横すべり運動によって三畳系のすべに古生

界がのりその後に硯石層灘が堆積したが硯石の一部は

当時の洞窟の内部にも入り込んで堆積したので部分的

には古生界の下位にもあるような見かけをする.これ

が小林楠見説である.石灰岩の下位に硯石の存在す

ることは諸所にあって楠見先生らの認められたものの

外にも阿哲台その他に幾つか知られさきに石灰岩を巨

礫とみた例もある.小林楠見説は一見合理的である

が筆者にはよく納得でき狂いことがある.石灰岩礫岩

(石灰岩の大き匁襟を含むもの)の堆積は遠くから運ば

れたものでなくて近くの山地から崩落したものに違い

匁い.鐘乳洞はよく判ら扱いが多分基盤が隆起し

水位が下降をたどる時に戸灰岩の割れ目をつたって流水

の作用でで慧たであろう.その時は石灰岩礫の崩落は

はげしかったに違い扱い.しかし地盤の隆起する際

にはおそらく大規模匁堆積は行なわれ泣くて侵蝕が主

であったぽ違いない.堆積が盛んに行なわれる状態の

下では削剥は激しくなくて洞窟の生成も衰えていたで

あろう･仮に前からできていた洞窟に堆積か行なわれ

るとしても流れの影響をうけて堆積は乱されて成層

していないいわゆる異常堆積だとえば第92図のGで示

されるようなものになると考えられる.

0102030裏CSC60?08090m

平舳葦5二纂

(:苧

｣註L___.

左津

鯛快ぺ1舳旧北西

互η

I羽

纐姻鯛鰯癖と老の藍盤をの関係薮添す模式図(楠兇久らユ嚇)

艦*州州疎(厳羽川出会よ婁釣狐鮒上流)

二鐙系L独言串村看灰岩剛三鐙系成羽層鱒鯛洞砂岩頁岩互層In:白睡

系磁看層緯｡嚢1嗣礫岩を談とす篭地層水平艦は地並

岩の上を横すべり運動はつづいて石灰岩カミ移動しだん

だん石灰岩塊減綱く恋ゆ本体から分離された部分は移

動を停止したであるう｡このようにして三畳系の上

に古生界が衝上すると共随一部は硯石層鮮の上にも衝

上が行扱われ同時紀石灰岩の上に不整合関係で硯石の

堆積カ桁拡われたと解釈するのである.上原谷の石灰

岩巨礫は近くの{地から崩落したと解釈するには余り

にも大きくあるいは山津波で流された峡谷の堆積物と

見るべき理由は未だ見当らない.またこのような大塊

が随所に見られることは変動と堆積とを同時と見る方

が説明しやすいであろう､かつて楠見先生(19δ2)はい

わゆる大賀変動における石灰岩塊の移動について論じ

硯石層灘印の礫の大きさの変化を下から上に商って調べ

石灰岩の礫が小さいものから順次に大きさを増レ石灰岩

の大塊に至りその上に不整合で再び硯石となることを

指摘したごれは離れ花をごるの石灰岩からもたらさ

れた礫は小窓いが石灰岩の地塊が接近するにつれて礫

が大きくなり石灰岩が上にのし上げる直前に石灰岩

の前縁において極大値を占めるに至ったと解釈すること

は不合理であろうか.

(D)兵庫県丹波地域の篠山層鮮

篠山盆地とその西方の周辺部の称名層に対して篠山層

灘と命名される由全層厚はおよそユ000mで上下に2

分される.

筆者(1957)は成羽層灘の堆積後に硯石層灘の堆積が行

なわれたがその時期に大賀造山運動が並行して起こり

古生界の横すべりがあったと見る.石灰岩の地塊が移

動しながら侵蝕されて硯石層群となって堆積か行なわ

れた｡地盤か激しくゆれるので石灰岩は大小の礫と扱

って崩落して石灰岩の上の地塊やその前縁に堆積した｡

もちろん石灰岩の平たんな部分にも堆積したであろう昔

また硯石層群として堆積した自分の分身である石灰岩礫

下部鰯古生界を不整合におおう.下半部は黒色

頁岩層とよばれ基底礫岩からはじ塞り頁岩シノレト

岩砂岩等から怒る曲暗緑色をおびた黒色で時に暗

赤色と溶る･上部には薄い白亀凝灰岩を伴う.二枚

貝化石層や植物破片を含み厚さば王｡c狐を少し越える.

上準部は赤亀岩で礫岩砂岩頁岩からなるがいず

れも凝灰質のものが多い､礫岩には古生界の砂岩粘

板岩石灰岩等のほか同時侵蝕による砂岩頁岩凝�



灰岩等の礫を含む黒色頁岩層との関係は明瞭でない.

赤色層の厚さは最大800m西部ではわずかで150mと

なる.

上部層下部層を整合におおう安1⊥1着の熔岩流

集塊岩火山礫岩導からなる安1し1岩類を基底部にもって

その上に凝灰質の砂岩頁岩が重肢る.頁岩中には貝

エビ化石の分泌〃伽3cf.伽δ〃馴伽g`〃∫ゐ,且｡£

伽δ〃&M〃g3〃3ゐ刎αオ加Zゐ,1}cf.ηα6切〃gω1∫ゐカミ知ら

れている.これらのうち下部層の黒色頁岩層は脇野

赤色層より上は下関互層群に対比される.亙3伽ゾ伽3の

層準は面目本の関門層群の標式地のものよりはるか上位

と思われる.

(瓦)福井県南部地域の本戸累層など

飛騨高原西部の福井県下には硯石層群に似た地層が

ある.

本月累煽

大野市の南方で手取累層群に古生界が衝上地塊とな

ってのり上げているがその地塊の一部に数10mから

300m位の幅で東西延長20数kmにわたって分布する.

人によっては古生界末ないし中生界初期のものとする.

下部を影路礫岩層(厚さ150m)上部を笹生川礫岩層

(厚さ約600m)に分けられる.影路層の礫岩には輝

緑凝灰岩安山岩質岩凝灰質砂岩を主とし閃緑岩質

岩珪質岩黒色千枚岩を伴いまれに石英斑岩や石灰

岩の礫があり大き狂ものは直径が数10mに達する角礫

ないし亜角礫からなる.影路層に整合する笹生川層は

礫岩砂岩および頁岩からなって一般に赤色がかった

凝灰質な岩石である.礫岩は安山岩質岩凝灰質岩

砂岩および石灰岩の亜角礫ないし円礫を含み大きさは

拳人以下である.石灰岩の礫から二畳紀中期ないし末

期を示す篶"舳sp.が産出した.この事実と岩質

の類似性によって硯石層灘の一部(脇野互層灘に似る)

とみなされる.

此木谷礫岩層など

同種の岩石には付近にある此木谷礫岩層カミある.影

路層に似た雑色の礫岩にとむ.さらに二畳系野尻累層

の基底礫岩とみなされていた大谷礫岩の石灰岩礫から最

近二畳紀末期を示す紡錘虫一己ψゐ伽αカ溌見された.

大谷礫岩も硯石層灘に相当する可能性カミある.しかし

一次的桂化石によって地質時代が定められたので狂いこ

とが難点であるけれども二畳系上部や中生界初期の地

層には他に類似するものが存在しないので本戸累層

第12表面南国本内帯の白亜紀一古第三紀火山岩類対比表
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林内は火山岩煩の名称､1〕は砕周誉を主とする地層名､無色の柱は花筒岩顛のK{r年代

窒自の控峠火山岩二のK一^r寧代

(山田直利1966)

と共に此木谷および大谷礫岩層は硯石相当層とみなすべ

きであろう.

7-4助岩安山岩類および流紋岩類とこれ

らに伴う堆積岩

さきにふれたカミ故小沢儀明教授以来ジュラ紀末とさ

れた大賀造山運動と命名された大地殻変動があった.

小林先生などは硯石層鮮堆積前とみなされるが筆者は

硯石堆積前から堆積中に最盛期があったという立場をと

っている.山口県下では硯石堆積後も大賀衝上はつづ

き翰岩一安山岩噴出前に終了したとみ泣きれる.山

口県西部では翰岩一安山岩とするものは下関互層灘の一

部に当るかも知れない.飛騨高原において大賀衝上に

相当するものは筆者(1961)の表目本衝上系とよぶもの

でここでは時期がややおそく面谷流紋岩類噴出後に

完成した.

西南目本内側には飛騨高原東部に濃飛流紋岩類西部

に面谷流紋岩類近畿地方には泉南酸性岩類および姫路

(生野)累層灘とよぱれるものがありこれらに相当す

るものは中国地方にも広い分布を示す.

濃飛流紋岩類およびそれらの類似岩類はかって石英斑

岩とされ地表下の浅いところに岩漿カミ入って固結した･

ものとみなされていた.大部分が酸性火山の噴出物で

熔結性凝灰岩や凝灰角礫岩を主とし貫入角礫岩火山円

礫岩熔岩凝灰岩等を伴いまた時には安山岩質のこ

とがある.しばしば凝灰質の礫岩砂岩頁岩等から

なる地層を伴う.

白亜紀一古第三紀の内帯の火山活動の地質調査所山

同ヨ直利技官による対比を第12表に示す.�
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(A)飛騨禽鰯案部地域か石英斑岩とよばれた｡また富山県の北東部では新築

足谷鎧長岩三系と密接祖関係にあるとされ中新世最初期を示す地

面谷あるいは濃飛流紋岩類とよばれるものよりもや層とみ恋されて大笑{層群とよばれたものもある.た

や古い時期に昆谷珪長岩がある.だし今では太美山層灘といっても中新世とは考えられて

岐阜當山両県境付近の石徹白層鮮尾口相当層は長棟いない.これらの岩体は濃飛流紋岩類の名で一括され

川累層である.本累層の末期から赤岩相当層の跡津川地質調査所の河同ヨ清雄技官ら(1961)によって研究されて

累層との堆積の聞に足谷珪長岩の貫入と噴出があった.いる.

本岩噴出の地域を除くと雨累層は整合関係にあるが足

谷珪長砦は両累層に貫入して軽い接触変質を与えるだけ阿寺層など濃飛流紋岩類の噴出した初期に局地

匁く部分的には跡津川累層の基底礫岩O丞谷珪長岩の的な陸成層が古生界を不整合におおった〇十田正人博士

侵蝕礫を含む)によって不整合におおわれる｡飛騨片ら1958).阿寺層はおもぽ礫質岩から在り砂岩

麻岩体複合岩や一部は跡津川累層にも貫入しているので頁岩および凝灰岩を伴う由礫は主として流紋岩で大

長棟川堆積の末期から跡津川堆積の初期にわたった酸性きなものは直径が1㎜もあり古生界の岩石は一般に小

火山活動の産物と考えられる.斑晶の明瞭赦石英斑岩さくてクルミ大のものほ少荏い.本属の厚さは!00～

質の部分は主として貫入体または熔岩で優白質の部分200mである.類似した地層は白川口層などで厚さ

は熔岩ないし凝灰岩である.最も厚いところは500mは200m位があるいはもっと薄い古

に達する.

阿寺層および漉飛流紋潜類

領家帯の北縁部の恵郡山付近から北酉に肉い下昌をへ

て劇ム県下に達する大岩体であって背くは花筒斑岩と

濃弼流繊讃類本岩類の分布する地域は木曾川

益田川および庄川等の上流流域を含むほぼ東茜方向の幅

30～40玉鰍南北約!301迂狐にわたる.最もよく研究さ

れた地域は南導部である冒北部では白川村の御母衣

鶴顯鰯上堺村め含錐造夢

鏑蓼獺濃禰流紋幾類の減紋岩熔緒凝灰幾の緒看(岐阜県南脚阯流栃

罵東方)ハン常一の鋼の方向に流理蘭(綴灘)があ篭�
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ダムから白山の釈迦岳付近にも達しまた五箇庄の合

掌造りの家で有名枚上平村までこの種の岩石が分布する.

第93図に建設中の御母衣ダムを掲げた.ここでは流紋

岩が破砕されていて岩盤が悪いがダムの堰堤をつくる

には好都合な地形をするので荷重が広い範囲にかかる

ようにロックフイノレダムが採用された.第94図に上平

村の合掌造りを示す.

岩石は流紋岩熔結凝灰岩ガラス質熔結凝灰岩およ

び安山岩熔結凝灰岩の3つに大別される.一岩石の粒度

は種々に変化し角礫質粒状および流理構造カミ肉眼的

に明瞭なものまれに凝灰質の砂岩礫岩および頁岩

凝灰岩などを含む.流紋岩熔結凝灰岩の岩石を第95図

に示す･この種のものにはチャｰト粘板岩砂岩

枚どの岩片がかなり多量に含まれることもあるカミ流紋

岩質岩片が最も多い.本岩類は直接かまたは下位に

阿寺層などを伴って古生界を不整合におおい花庸斑

岩石英斑岩花筒閃緑岩花商岩等によって貫かれる.

手取累層群やその基盤をする飛騨複合岩類を不整合にお

おう.しかし衝上地塊をつくる複合岩類とは一般に流

紋岩類は断層関係であるが天生峠付近にのみわずか

に流紋岩類がおおっている.

(B)飛騨高原西部地域

濃飛流紋岩類の分布する西方の地域にはこれらと同

種のもの面谷流紋岩類がある.阿寺層の相当層には

平家岳累層などカミあって小さた分布をして場所によっ

て名前が違うが足羽川流域で植物化石を豊富に含む足

羽層をその代表として足羽層群に一括される.

大山層と安山岩

九頭竜川支流あ石徹白川上流には石炭系を不整合にお

おい面谷流紋岩類によって不整合におおわれる大山層

カミある.安山岩質礫岩を基底礫岩とし中部の砂岩頁

岩互層には低品位の炭層を挾み凝灰岩を伴い上部は

安山岩の熔岩一火山砕屑岩からなる.中下部の厚さは

数10mに過ぎない.この堆積岩を大山層とよぶ.大

山層は広い意味では足羽層灘に安山岩類は面谷流紋岩

類の一員としてみたすべきかも知れ狂い.いわゆる粉

岩一安山岩の噴出は面谷流紋岩類中にもわずかながら見

られるが比較的に規模の大きいものは北アノレプスの上

高地糸魚川西方の親不知付近の日本海岸等に見出され

多くは流紋岩類に先行する.また面谷流紋岩類の下部

に石英安山岩礫カミ豊富なことを考えると大山層と安山

岩は流紋岩噴出に先行した安山岩類噴出とその初期の堆

積物とみなすべきであろう.第96図は上高地の明神山

で安山岩によって構成される.

足羽層群

福井県の足羽川上流を標式地とし北陸地方の上部白

亜系に対してこの名が提称された.

足羽累層足羽川流域で手取累層群とみなされてい

た地層を金沢大学の松尾秀邦助教授(1953)は下から土

合砂岩および皿尾互層に区分した.皿尾層からいわゆ

る足羽植物群の05〃〃伽ゐsp.,ルZ〃泌｡07オ伽肋肌

MATSU0,8θg〃｡加,τωo肋〃〃,P伽ZZ舳肋〃〃〃?等の

第二､､べ坐とN必301曲｡地･吻"∫HEERその他の中生代

型の混在した多くの化石を報告した.

平家岳累層福井岐阜県境に近い九頭竜川上流

で手取累層群とみなされた地域で古生界の美濃層灘を

平家岳累層カミおおっていることが判った.本累層は面

谷流紋岩類によって部分的に不整合多くの場合に整合

(漸移することが多い)におおわれる.下から芯谷礫

岩層(厚さ8.5m)漆谷爽炭層(厚さ10-50m)および

猿塚礫岩層(厚さ80m｡)に分かれる.蒜各層は角礫質

第96図上高地明神1⊥1左方奥穂商の一都

議'珪

中央の急峻な山が明神山

一蟹

前方大正池(北東に向って写す)�
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の流紋岩と凝灰角礫岩とからなる昔減各層は炭層をは

さむ砂岩と頁岩との互層で流紋岩質枚いし凝灰質の物質

を伴い第三紀型の&脾0加sp.と卵生代型のP0ゐ泌

刎伽3Gブ主励α6〃SEwARDとの2種の植物化石を含む芭

猿塚襟岩層はチャｰトの礫の多い礫岩を主とし部分的

には火山円礫岩質でしばしば流紋岩をはさむ.さら

に嗜谷円礫岩とよぶものが本累層と面谷流紋岩類との

境付近にしばしば屍られる.石英安山岩および流紋岩

の大機(大きいものは径至狐をこえる)を石英安山岩質

物で充壊し花もので少なく共一部は噴出孔付近の火{

砕屑物の可能性がある.平家岳から酉に向うと福井

県側には姥ケ岳および巣原繭層岐阜県側には磯谷層

がある･姥ケ岳巣原両層は礫岩が豊當で厚さが

200mをこえると考えられる.磯谷層は粗悪な炭糧匁

いし炭質頁岩を含み厚さは未詳である｡県境をなし

ている山嶺部で断続し昆明累層に肉い一連の堆積物

とみなされる､福井県南部にハァ藁答爽巌騒とよぶ地

層があるがおそらく同;時期のものである｡

錦97図に平家岳累層の漆谷爽炭層に開坑した北陸炭鉱

坑口を示した.第98図は目谷円礫岩である.

大道答属石川福井両県鏡の谷峠付近の大道谷層

獄等取累層鮮を不整合におおい流紋岩質角礫岩からは

じまる山角礫岩の厚さ減最大30狐上部の黒色頁岩層

の厚さは20～30臓で繭各流紋岩類によって整合におお

われる.千葉大学の前田四郎教授は多くの植物化石を

採取しこれを熊本大学の天野昌久教授ら(1952)が鑑

定し第三紀型の80惚ぬや肋1鮒等と共に中生代型

の8昭酬ψ初氷α"砂肌淋等を識別された屯この

大道谷棟物灘は上部白亜紀を示すので手取累層灘の上

議

為劾刻醐胴で巌鰍ζそ吻で鰯航している

第鯛郷鮒鋤嫡綱{郷鮎夢鰍爆鱗鵬脈帖触鵬

(谷部落)測1燥側1こ珍し不徹恕とご拙こも鱒燭め嶋るγ

部は凝灰角礫捲上部は籍色買捨で成層する頁勘洲こ植物他

石を含む

鶏9婁鰯蘭⑳谷火3主凋礫岩礫は石薬安山潜

孫糞斑岩(綜晶質)で基質は石英安凶繕

質(ごと1は葛と噴出孔付近の産物が

も細れ匁い)穂井県和泉村員ノ谷不滅

潮⑪⑪鰯衡篠鉱凶の艦織騎跡溶鉱鮎ま婁差金属鉱講の剥は櫛で鯛捻

牢聞盛剣ζ隷狩嚢れ地幾鋳鋼鉱瞭として璽要鉱岬こ数支られ

独鯨所蜘童広く騰春美と怒りている�
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眼は上部亭正系を含むと考えられたこともある.第99

図に谷峠付近の大道谷層を示した.

面谷流紋岩類

飛騨高原西部のかって有名だった銅山の面谷鉱山の付

近を標式地として石英斑岩とか石英粗面岩とされてい

た岩石である.第100図に面谷鉱山の製練所跡の荒廃

地を示す.面谷鉱山は流紋岩類を貫く多くの石英脈に

銅鉱床ポ胚胎していたものである.面谷流紋岩類は平

家岳相当層を初期の小さい堆積盆地としそれに引きつ

づく酸性火山の砕屑物からなり厚さは700mをこえる.

しばしば火山円礫岩(目ノ谷円礫岩など)砂岩頁岩

相との凝灰質堆積岩をはさみ時には安山岩質凝灰岩等

を伴う.福井県下では打波川の支流で本岩類の下部に

福井炭鉱(古くは桂島炭鉱ともよばれた半無煙炭の炭鉱)

の炭層をはさむ.筆者は終戦直後に熊本大学千藤忠昌

教授らと福井炭鉱その他を調査した.炭層の上下両盤

がいわゆる石英斑岩で摺曲した爽炭層と石英斑岩は部

分的に貫入関係他では整合関係にあることを知り合

理的狂説明ができなかった.その後これらの地域を含

む地質図幅調査に従事し堆積岩一凝灰岩一石英斑岩と

側方への漸移関係を確認しその相互関係の説明に際し

はなはだしい混乱を生じたこともあったが地質調査所

の方々の支援と助言をうけまた平家岳累層と面谷流紋

岩類との上下の漸移関係を確認することによって石英

数岩とされるものが浅所貫入岩ではなく大部分が地表

に噴出したことを知った.荒島岳地質図幅の一部では

本岩類中の凝灰質砂岩の薄片から東京教育大学柴困秀賢

教授によって珪藻らしい化石(?)の存在が指摘され根

尾地質図幅のうちでは直径数皿の石英斑岩礫や数10㎝の

石灰岩礫の存在すること頁岩礫や植物の樹片を含む等

の事実も見出された.これらを第101ないし103図に

示す･このようにして半深成岩の部分は岩頭岩株

菱

岩脈として存在する一部を除いては地表に沈積噴出

澄流したものであることが確認され面谷流紋岩類と命

名された.岩質はいずれも類似しまた細く見れば異

なるが側方に向って変化し鍵層となるものは部分的に

は存在しても全体の区分には役立たないため面谷流

紋岩類の層序区分は未だ行なわれていない.将来は流

紋岩類を足羽層群に共に一地質系統として取り扱われる

べきものと考える.

(C)近畿地方

近畿地方の白亜紀噴出岩類には泉南酸性岩類と姫路累

層群などとよばれるものがある.

泉南酸性岩類

和泉層鮮の基盤として簡単にふれておいた.大阪府

下の和泉山脈の北麓で和泉層灘に不整合におおわれる酸

性火山砕層岩を主とするものを大阪市立大学の市川浩一

郎教授(1960)は泉南酸性岩類とよんだ.1同種の岩石

は淡路島にも見出される.領家帯の岩石と不整合(?)

または断層関係で接している.見かけは石英斑岩在い

第夏⑪蝦繭谷流紋岩類中の石英斑岩の巨礫および石灰岩の大磯

Q:看爽斑幾礫L:石灰岩礫

第102図面谷流紋岩類中の頁岩の礫

大きさはハンマｰと比較すること礫は流理(層理)

面とほぼ平行している

第103図面谷流紋岩類中の化石樹片�
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岩よりおくれ播磨花鯛岩類によって貫かれている.

これらからは植物化石が生野付近で産出しただけであ

るが富谷の凝灰質頁岩から3榊･主α舳淋加フ湖,州Z∬0･

泌奮ω伽肋狐および戸伽〃泌?sp･カミ見出されてい

る｡錦!04図にこれの一部を示す.姫路累層群の相

当層は哲方の中国地方に連なり分布は広い.

(珊)中国地方

中国地方でも白亜紀噴出岩類はかなりよく研究されて

いるカミ場所によって異なる名称カミ与えられている.

第104図生野の宮谷産植物化石

L花庸斑岩様の岩質を呈するカミ火山岩片などを含む.

接触変質をうけているカミ変質を与えた岩石は露出して

いなく和泉層灘は変質をうけていないので泉南より

新しく和泉より古い深成岩があると推定できる.こ

れによって和泉層灘(ヘトナイ世)より古く摺曲もし

ているカ童これも和泉より古い.これらによって領球

帯の変成より遅れ(?)しかも領家帯をおおっていたと思

われさらに内帯の酸性火山砕屑岩と一連のものと推定

される.最近になって泉南岩類は領家帯の花筒岩によ

って貫かれかっ変成をうけていることが判り多くの

問題をなげかけてきた.

姫路累履群など

兵庫県下では比較的によく研究されている.しかし

まだ全体を通じては詳細た区分は行なわれていたい.

北部のものを矢馴1南東部のものは有馬中央部のも

のは生野の各層灘とよばれている.将来はこれらを統

一した名称でよばれるようにたるだろう.最もよく研

究されたところは姫路付近である.ここでは姫路工業

大学の岸田孝蔵教授ら(1964)によって広峰および相生の

両層灘に分けられている.

(皿一1)岡山県

岡山県北部から広島県北東部にわたって琉岩類とさ

れたものの分布が広い昔このうちには安山岩一石英安

山岩がかなり豊富で一部1ぴ奇岩や輝緑岩時には流紋岩

が含まれる.これらは中生代のものなので喝岩"と

してまとめられるものである｡も紛岩"は古期の地層の

みでなく中生代末の地殻変動を示す大賀衝上線をもおお

っている.また翰岩一輝緑岩の岩脈が衝上線に員:久し

ている.筆者がかつて津山東部の図幅調査で中生代

末ないし鶏三紀初期とみ扱した変朽安山岩もこの種のも

のである.ミ粉岩ガは流紋岩ならびにその凝灰岩類に

よって多くの場合におおわれ一部の地域では両者の関

係が詳らかでない.潤山大学の光野千春博士ら(1963)

によるとやはり一般に安山岩類は下位で流紋岩類は上位

である.安山岩質砕屑岩の下底近くに硯石層緯をはさ

むことから硯石の堆積中から安山岩の火山活動が始まっ

たとのべた.東部の三者から兵庫県西部にかけて流

紋岩質砕暦岩類中紀は特定の層準に機石鉱床が胚胎する.

岡山県南部の鵬力付近の流紋岩中に挾まれた地層から岡

山大学の宗閏克己先生は植物化石8即40加sP･,亙肋0･

cZ励･5sP｡言批肋榊3sp.の産出を報告された.流紋

岩は高周流紋岩類に属するであろう.

広峰魔群淘汰不良の礫岩をもつ上砥堀層にはじま

り厚い酸性火山岩類の書写累層がつづく..本属耕は

八重畑石英閃緑岩に貫かれると推定される.

相生燭群下部は基底礫岩にはじまり中～細粒の

凝灰質堆積物からなる須川院層で広峰層鮮からもたら

された凝灰岩礫を含む.中部の夢前層は安山岩の熔岩

角礫岩ならびに石英安山岩質凝灰岩からなり厚さはお

よそ500狐ある.上部の農園騒は流紋岩質火1土1砕暦岩

が主で一部に石英安山岩質の凝灰岩をはさむ､か放

り熔結性のものがある.諸所に棟物化荷の破片を含む廿

厚さは1500～2000mである.本属灘は八重畑石英閃緑

(泌)一2広島県

広島県下の白亜紀噴出岩類は広島大学の吉田博直博士

によって吉舎安山岩類高田流紋岩類お‡び作木火山岩

類に区分された血そして流紋岩類の下位には堆積岩カミ1

諸所に存在することを指摘した.

吉舎火山(蜜山)醤類

主体は胴山県の安山岩質岩石と同じで熔岩凝灰質の'

礫質岩砂岩頁岩凝灰岩などからなるものを吉舎火

山岩類とよばれる､下部は比較的に塩基性だが上部に

なるにつれて酸性の火山岩質になる封一部には流紋岩

質のものもあって上位の高岡流紋岩類と交互し流紋岩�
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に漸移すると推定される.県北部の勝光山地域の蝋石

鉱床は本岩類中にある.広島大学の元教授木野崎吉郎

博士(1962)は蝋石鉱床は酸性火山岩類中の特定の層

準にあって層状またはレンズ状を祖し噴出岩自身によ

った鉱化作用の産物であるこ､とが指摘された.蝋石鉱

床の母岩には円礫状礫質岩角礫岩凝灰岩などがあり

また黒色頁岩を伴う.蝋石鉱床にも角礫岩や凝灰岩が

識別され時には炭化した樹幹の破片も見出される.

蝋石鉱床の母岩は吉舎火山岩類中のものとみなされてい

るがことによると高田流紋岩類に含められるべきかも

知れない.勝光山地域の原岩の性質の若干を第105

106両区に坑内の樹幹の破片を第107図に矢野勝光山

滝ノ丸坊露天掘を第108図に示す.

A鉱床に見られる原岩の組織

G:負礫B:角礫質部下:凝灰質部C

第i05図

毅鏡

B軽微なろう石化を受けた礫質岩

:円礫岩質部S:頁岩質のはさみP:葉蝋石になった礫が入っている

第106図矢野勝光山のろう石鉱床に見られる原基の層理面昭和36

年10月現在の滝ノ丸坊現在はこの部分ほすでに露天掘に

第107図

三金興業犬津恵ろう石鉱山の化石樹幹左方坑口右端切羽切羽

に向う左壁ろう石鉱床中に炭化した樹幹Wあリ直径約7c㎜長さ

70cm内外三金興業技師西川定夫氏昭和38.6.1.撮影

第108図

矢野勝光山ろう石鉱山滝

の丸坊の露天掘採掘所

(火薬庫の横から東方に

向う)

昭和37年6月撮影�
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藤原層など

山県郡千代田町付近には3カ所に分れて藤原層が露出

する･砂岩を空とし少量の頁岩をはさむ.部分的

には流紋岩質の凝灰岩や角礫岩を減さみ上位の高田流

紋岩類の凝灰岩に移化する.厚さはおよそ500n)であ

る.県北部には角谷層呉の東方の大崎下島には御寺

洗礫岩層(厚さO～50揃)讐のほか緒所に同様な地層が

知られるヨこれらは飛騨高原の混明層灘に類似するが

A綴泌嚇轍機潔側撚緯樽露頭

篤鵬鰯臓熊沸紋幾類

化石は未発見である.

高田流紋岩類

大部分が青灰色の塊状均質な岩石であるが顕微鏡下

では角礫状の石英片角礫状ないし円味をおびた長石類

頁岩および安山岩類の小病礫鵠か凝灰質物で充填される.

諸所に成層した頁岩細粒凝灰岩が互層している､塊

状のいわゆる奄石英斑林は角礫質凝灰岩に漸移する坦

獲Aの夏鵜を拡大む液もの流離鰯は洲釜～夏｡価滋郷曲概(ハン呼一

の鎌の方剛ζ緩く)

の熔鯖燈凝豚瀞⑳五例

及橘狐1嚇側離鶴総瀞艦

鶴工1⑪鰯臓濁流艇

澄総讃揚機の凝欧幾の成鰯面麓殉洲2C～搬珊僚斜30～遂びW

幾類噺幻凝次砦

剃亘聰

側酔煽ハン叩一の部分は厚慈王5榊の黒色凝灰質頁岩Sそ

の下1こすぺり爾賞(走胸Mc惚績斜6⑪㍑)をへだてて赤褐

勉一畿鵜魯を編むや凝灰質の紗娼頁諸灘幾から匁る鰹さ絢

渦鰍の地層A岩嶋義上鑑は鑑含闘係で流紋瀞類災と濠菊下

盤も整合で海るこの地層壷三土細芳元簾大教授はイ1鱗層と

〃)怒(側酔鳥繭藺農船着揚よ胴00欄の地点)�
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塊状のものも好い露頭で見ると病礫質と同様に角礫状な

いしレンズ状の黒色物が方向性をもって並び挾有される

頁岩等の層理と一致する.熔岩流となった流紋岩には

一般に流理構造カミ発達し下位または上位に流紋岩質の

凝灰岩や角礫岩カミある.呉の東方では頁岩を主とする

成層岩が厚さ100mをこえ福山市仙酔島には高田流紋

岩類中に仙酔層(三土知芳元東大教授1931)がある.

流紋岩類中の堆積岩ぽ薄くて数m厚いものは200皿に

達することもある.第109図に福山市靹町の角礫質流

紋岩(we1dedtu舟)第110図に仙酔島の凝灰岩第111図

に仙酔層を示した.

本岩類の厚さは藤原相当層を併せておよそ1500m本

岩類だけで約1000mと推定される.本岩類中の凝灰質

頁岩に当る芸備線志和地駅東方の明光山蟻石鉱床の一部

から植物化石の"Z0ψ伽"〃〃C£μ后召犯カミ産出してい

る.第112図に明光山機石採掘所第113図に豊蟻鉱山

付近に見られる流紋岩質堆積岩中の異常堆積を示す.

第114図に農機鉱山の礫質岩を示す.

作木火山岩類と摺滝層

県北部の江川流域には作木火山岩類が分布する.本

岩類は流紋岩類を不整合におおっている.基底部には

流紋岩質凝灰岩流紋岩斑状黒雲母花開岩古生界

(?)等の角礫を安山岩質物で凝結した礫岩からはじまり

安山岩質凝灰岩を主体とする.凝灰質頁岩からソテツ

類の③ωゐ6伽狐その他の植物化石が産出している.

植物化石を含む部分が摺滝層とよばれる.植物化石は

元東北大学教授遠藤誠道博士によるとヘトナイ世のもの

とされる､

(巫)一31｣｣口県

硯石層灘より新しい噴出岩類を山口大学の村上允英教

授(1965)は3層群に区分した.

周南層群

一中国脊梁山脈以南で南北2帝に分かれる.山陰海岸

にもある.北帯の物見岳累層は下から杉ヶ峠安山岩

平谷角礫岩(石英安山砦～流紋礫質員1入角礫岩)木戸

山凝灰岩の順に重なり下から上に塩基性～酸性の組成

変化が見られる.安山岩には流理状のもの翰岩質の

及壷簸(繭1ζ殉櫛で塚ず)滋

鶴雌鰯鯛施

灘一,

第113図豊機鉱山の礫質砦(豊困郡豊栄鋼}デC､磯措P:礫

両側切羽(酬輔櫛て写す)中央の穴の少し上地〃1oψ〃㈱μ62岳刎を

麓熾し爽鷲…ま鰯選墓弼

ψる今霜鉱ψ

第1i姻豊搬鋤j附近に兇られる異緒堆穣蓬:すべり楓Sδ:凝灰質砂岩

Sh:頁岩A1:互層N:ノジュｰル(?)Sは堆積後の断層ではな

く異常堆摘(雌横山にすべりによって生じたものと推定される)�
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もの凝灰角礫質のもの等があり互いに漸移する,

貫入角礫岩は凝灰質の基質に大小の安山岩首生界の礫

(大きいものは径数m)変質した軽石や熔縞凝灰岩等

の礫を含む血基質に熔結構造のものもあり蜜た熔縞

凝灰岩に漸移することもある.これは火山の噴出源を

示す･木戸山層は熔結凝灰岩とガラス質結晶凝灰岩の

互層でその厚さは2000磁をこえる.

前帯では安山岩～石英安山岩質凝灰岩からなる湖沼性

の櫛弗繭層とその上に凝灰岩類および貫入禽嬢岩から匁'

る禅定誇山騒(厚生数10泌)がのる.

山口の北方には項ケ艦躍層淋あり鹿野町面河内には

円礫岩～角礫岩様流紋岩が見られる｡火山噴出札近く

のもので噴出の際に周囲の岩宥を熔岩申に取り込んだ

ものと推定される由これを錦蝸図に示す.

本層群は姫路地域の広峰層に相当するであろう.本

層群に引きつづいて深成岩の貫入があったとみなされる.

吉部石英閃緑岩匁どがこれは当る.

阿武層群

中国西部脊梁山脈に広く分布する流紋岩類を筆者は阿

武流紋岩類とよんだが村上教授は阿武層群として3累

層に区分した.これらの各累層の闇には類似性が多く

離れた地域の累層の対比は容易でない.

篠昌薬幡周南層群を不整合におおう.熔結性の

ない流紋岩質凝灰岩を主とする血諸所に連続性に乏し

い層灰岩頁岩砂岩等を挾む由水底堆積物で厚さ

ほ300～500mである.一部では下部に安山岩質のもの

カ三あり上部に枚るにつれて流紋岩層に移りこれを大

潮層(厚さ約200㎜)とよばれる.山口大学高橋英

太郎教授が植物化石αo男α椛伽3c£み銭伽差腺ONG.の

産出を報告し淀福賀属も本累層の相当層であろう誼第

u6図に福賀層を示す｡

萎姜

舞谷累層篠目累層に整合し厚さは600～900mで

ある.流紋岩質のほかに石英安山岩質の部分もある.

凝灰岩熔岩貫入岩床等がある｡凝灰岩にはしばしば

熔緒性のものを含む､凝灰質の砂岩や礫岩も見られる.

江舟累層舞谷層に整合し厚さは400～王200狐

時にはさらに厚く抵る､大部分が熔結性の流紋岩質凝

灰岩で凝灰質の砂岩礫岩および頁岩もはさむ.姫

路付近の相生層灘に相当するであろう.

囲万川鰯欝下部の安山砦～石英安山岩質凝灰岩類

と上部の流紋岩質凝灰岩類と1こ分かれる､本岩類は広

島県白亜紀末期の作木火山岩類または古第三系に相当す

るとみ粗される.

⑰一4)北九洲11お淡び山Q県爾都

この地域の安山岩から匁るものは関門(硯石)層群に

含められ流紋岩質のものは八幡層とよ1まれる､

八幡層

本層は関門層鮮を不整合におおい一部では貫入様の

関係はある血青灰放いし灰白色の凝灰岩凝灰角礫岩

自破砕構造の角礫状岩などで石英安山岩～流紋岩看英

翰岩などの酸性岩類からなっている｡嘆た二ところによ

っては堆積相を示す酸性火山質礫岩砂着層灰岩のほ

か少量の黒色頁岩を伴う.山q県の粟野川下流で頁岩

中に微小穂物片の密簾した葉層があるといわれるが化石

は未だ発見されてい征い由この付近では上限は不明だ

が厚さは500獅位と見られる｡

�

(逸)一5山陰

山陰地方の白亜紀火山岩類は鳥取県下では十分に区分

しがたい&いわれる古鳥根県下では島根県の三浦清技

錦呈亘獺出三酬言北刺こ捌ナ為鰹幾機流紋潜(鰯榊脳榊弓)

蜘互獺綴毅鰯の鰹畷着剤ζ緩く煩く綴醐棚瞭抑渇(郷斌郡阿部鵬捜)�
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師によって3つに区別された.

〆

鱗鎚

〃

㌴

(漆正雄らスg65に芋る)

十種峰流紋岩類六目市付近で硯石層群を不整合

におおい流紋岩質角礫岩および凝灰岩からなり一部

に熔結性を示す.

石見流紋岩石英安山岩類十種峰岩類の上にの

るとみ枢される.多くは熔結性を示す凝灰岩～凝灰角

礫岩である.

口羽安山岩類

当する.

広島県の作木火山岩類の一部に相

7-5深成岩類

第117図に湊正雄北海道大学教授ら(1965)の白亜紀花

開岩類の分布を示す.西南目本内帯の1つの特徴とし

て中生代末頃の深成活動はきわめて重要である.とく

に中国地方では中国底盤とよばれる花開岩質岩類の広

大な分布が見られる.領家帯の深成岩類の貫入は中

生代初期頃とみなす者もある.第118図に湊博士ら(19

65)の本州造山運動(古生代末ないし中生代初期)に関

以鮎4著㎜'{

↓.ノ･ノ

打ブザ

与彩∵

節119図

日本格地花開岩蜘のK-Ar年代の分滞

､/

砕晒北海述

東北1〕;術蜘u派

北上11舳

係した花闇岩質避大岩の分布を示す.K-Ar法による

絶対年数測定では領家帯だとの深成岩の大部分は白亜紀

頃と見られる.絶対年数測定の資料は花開岩類につい

てはかなり豊富にたってきた.第119図に東北大学河

野義礼教授ら(1966)のK-Ar法による年数の分帯を

掲げる.なお領家帯のことは原岩と共に変成作用たど

ですでにのべたからここではふれない.

.メｰ

日:雌

ダニ､ニスぷ樽､“

篤需狛1二1い訊

狂_､蟹:二二;:警ニニニニニ

(河野義礼･植囲良夫1966)苗第120図

(A)飛騨高原の地域

飛騨島原西部では面谷流紋岩類の噴出とそれにつづく

大きな地殻変動によって北西と南東の両側から圧力を

うけ古生界が衝上地塊をつくって面谷流紋岩類とそ

れ以前の地層の上に推し被せ構造をつくった.その後

に深成活動が起こって古い地層や衝上地塊をも深成岩

類が貫き接触作用や鉱化作用を与えた.鉛亜鉛

銅等の鉱床はその時に生成されたと考えられる.筆者

は中竜鉱山その他の接触鉱床のほか面谷鉱山や螢石鉱

床等もこの時期に生成されたと考える.

旺盛をきわめた中性から酸性にわたる火山活動衝上

運動および酸性深成作用は単に偶発的なものではなく

一連の地殻の内因的な現象の表現であるとみなすべきで

ある.

御母衣凹ツクフィルダム建設中の堰堤用精土の繰取当落の瑛況(白

川村福島南部六厩川出会付近)�
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塩基性岩変質した斑編岩一閃緑岩が九頭竜川上流

で小岩株として若千見出される.見かけは夜久野撫基

性岩類中のものに似るカミ貫入の時期は若く看徽白層

群を切るだけでなく衝上断層をも貫いている.

酸性岩類庄川流域で峡谷にそって比較的に小さ

い貫入岩体として各所に見出されるものは白川花開砦

とよばれる.御母衣ダムの堰堤用砕石は福島谷にお

ける白川花開岩で水止め用粘土は六贋川出合の白川花

陶岩の風化帯から採取された.第120図は風化帯から

粘土を採取中の風景である.現在ここはダムの完成に

よって水没している.庄川流域では花筒斑岩や石英銀

岩もあっていずれも流紋岩類に貫入しまた岩脈は衝

上断層にも貫入している.庄川の支流の一部には石英

閃緑岩一花闇閃緑岩の岩脈も貫入している.この種の

ものは九頭川流域にかなり広く貫入し手取累層灘およ

び面谷流紋岩類に接触作用を与える･

岐阜県の揖斐川上流には能郷白山花陶閃緑岩がある･

か免れ

板取川源流には川浦とよぶ密林地帯がある.下流の一

部に岩魚取りが入るか冬季に猟師が熊の洞穴を求めて

歩く外はほとんど人のあとを見ない.山には小遣のあ

ともなくわずかに200年近いであろう朽ちはてたテ

ッポウ(昔に川をせきとめてテッポウ水をつくり材木

を流し出したとレ･う)の跡によって本当の意味での原

始林ではないことを知るにすぎない.

この峡谷にそって大小の花筒岩の貫入体が見られ岩

質は粗粒から一部細粒にわたり時には角礫状を呈する

黒雲母花筒砦カミある.これを明神山一明石谷花開岩と

よぶ.板取川中流にもほぼ同時期の黒雲母花開岩が

知られる血錦互肌剛ζ川浦の明石谷出合付近の風蝕を

第伽隅板取洲上流州浦の風撮夏期宥籍繊套村遼

西方をのぞむ小壁はハンガ漠一

示す.この付近は花崩岩の縁辺部で周囲の吉生界の

美濃層灘および面谷流紋岩類は接触作用をうけて硬化す

るのでけわしい地形がつくられている.

第122図ABは峡谷中の花筒岩地帯を示す.所々に淵

滝あるいは絶壁をつくり人の入ることをこぱんでいる.

かなり奥には銚子滝と称する数10mの懸崖があって直

径10数m深さ数竈αの滝つぼカミ作られている.

飛騨高原南東部には苗木一上松型の花開岩がある.

螢石鉱床を伴う点は明神山一羽膚谷型のものに似ている

苗木石は畜本一上松型花輪岩のペグマタイトに伴うもの

で放射性鉱物を含むが元東京大学教授木村健二郎博士

ら(ユ932)によって早くから放射能について絶対年数

が測定されおよそ6000万年と算出されている.これ

は古第三紀の初期を示すので苗木一上松型および類似

の花陶岩はその頃までに貫入したのであろう.

(遍)近畿地方頭部地域

兵庫県下の白亜紀末頃の深成岩には八重畑石英閃緑岩

が広峰層灘を貫くと信逆られる.他の花筒岩類は山陽

側に広島型に属するとみられる六甲山地を構成する六甲

花開岩(いオ)ゆるミカゲ石の名で知られている)と姫路

付近で相生層構を貫いて散在する播磨花崩岩類とがある

播磨型のものは一部で流紋岩に接触作用を与えていない

とみ恋されるが大局的はは地質時代に大きい差異はな

いであろう.{陰側にも幾つかの岩体が知られる.

この種のものはいわゆる山陰型に属するであろう由

(C)中園地方

中国抄方の花鰯岩類は1上脇および山陰の両側1こ広く

中軸部では岩株状を牧してあまり大書く放い岩体が散在

する､

鏑醜鰯淡糠簸川止流州繍幻風澱逐(藻釧ζ頚杓扱次鯛榊ぷ一粥孫擦花鰯幾)

G:湾亀鮒ま花筒幾ピ黒色搬ま筑幾の瀞胴杯短剣松形で賞く�



一21一

策13表中国･瀬戸内地方の白亜紀酸性火成岩類の時代
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瀬
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倉
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(小島丈児･吉岡樽直1966)

(A)広島県とその周辺

広島県を中心とした地域の深成岩類を広島大学の吉岡

博直助教授(1661)は中央深成岩群(井原市深成岩群)

因美花属岩複合岩体および広島花開岩複合岩体に大別し

た.第13表に小島教授ら(1966)の深成岩類と火山岩

類との対比表を示した.ここでは吉部万成花開岩は

いずれも領家に含めてあるが人によっては含めないこ

ともある.

陶岩によって貫かれる.

比和町付近のものは針状角閃石を含む石英閃緑岩と黒

雲母花開岩から租りこれら両種の岩石を角礫として含

む作木火山類の含輝石角閃石安山岩質疑灰岩で不整合に

おおわれる.これらを小島教授は古期花闇岩類とよび

小岩株状をたしており広島花闇岩に貫かれ熱変質をう

け多くは複合岩体で石英閃緑岩～花闇閃緑岩および花筒

岩の両相で構成され間に漸移～混成相カミあって双方の

貫入時期は相重なっていたとみなした.

新潮花鵠岩類古期花嵩岩類よりおくれ作木火

山岩類を貫き広島花筒岩によって貫入されるものとそれ

に対応するものとから狂る.作木付近では口羽閃緑岩

光守花陶岩カミあり他にも幾つかがあるが広島県北部か

ら山陰地方に限られる.口羽閃緑岩類は作木岩類の榴

曲軸の東西ないし東北東一西南西とほぼ並行にのびる小

岩体で岩相は不均一であって周辺は細粒の閃緑翰岩

や大型の岩体は斑楯岩～花闇岩質までにわたり同一岩体

でも変化し異種岩相の間はしばしば漸移している.

多くの捕獲岩を含むカミ混成現象は見られなく熱変成作

用も弱い.光守花筒岩は細粒の黒雲母花陶岩でほぼ東

西にのび一部では石英閃緑岩と黒雲母花開岩とからな

るものもある.作木岩類を貫く.新期花筒岩類は作

木火山岩類の火成作用と密接で閃緑岩質岩体は火山底体

花開岩は作木の活動に引きつづいた岩漿の貫入を示すと

みなされる.広島花商岩の一部によって貫入される.

中央深成岩群

中国の中央部に見出されるものでせいぜい数km～

10数kmの範囲の岩株状をなしている深成岩類を一括し

ている.因美広島両複合体によって屋根状岩体とし

て見出され岩種はまちまちで花開閃緑岩石英閃緑

岩モンゾニｰ岩等から混成斑編岩質のものまであり

粒度も一定ではなく吉舎安山岩類および高田流紋岩類を

貫き作木火山岩類によって不整合におおわれる.小島

教授(1964)は古期所期なぴに未区分のものに3分さ

れた.古期花闇岩類小島教授(1964)は高田郡白木

町付近の井原市花闇岩体三次市西川比婆郡比和町

庄原市付近等にこれに相当するものがあることをのべた.

井原市岩体は中央に目浦花筒閃緑岩をはさみ北側の小

国斑状花開岩と南側の鎌倉山花筒岩に区分される.目

浦花闇閃緑岩は粗粒の角閃石黒雲母花闇閃緑岩で古生

界を貫き小田花闇岩と幅100皿位の移過帯をもって漸

移するが鎌倉山花闇岩にほ貫かれる.小田花開岩は

斑状の黒雲母花商岩で高周流紋岩類を貫く.鎌倉山花

陶岩は黒雲母花闇岩で高田流紋岩類をも貫くが広島花

未区分花闇岩類岡山市万成付近の万成石をもっ

て代表されるものは広島大学の長谷晃教授(1964)の

いわゆる中帯(三郡の低変成岩と非変成古生界の双方を

第122図B板敷川上流川浦の風景�
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錦123図自亜紀底鳥花筒岩の分布と中国および瀬戸内地城の基盤岩の

区労(小島丈児195工)

伴う広島県の中部地帯)の古生界を貫いて熱変成を与え

亭'惹ざ

る.岡山北方中庄北方美袋成羽広島県福山等

を点々とのび広島北方まで達する.さきにのべた古期

および所期の花開岩の双方は白亜紀噴出岩類中に限って

見出されるが万成型のものは白亜紀噴出岩類中には見出

されない.ことによると吉舎火山岩または高田流紋岩

類に売立つものかも知れぬ.また人によっては山口県

の吉郎花筒岩と共に領家帯に属させることもあるがこ

こでは区別した.むしろ領家帯の花開岩類と白亜紀花

開岩類との中間的な性質をもつものであろう.広島花

陶岩によって貫かれるが両者の区別は困難柱ことが多い.

万成石は桃色の半自形カリ長石を含むので淡紅色を帯び

て装飾石材に供される.いわゆる万成型のものもカ

リ長石は桃色抵い褐色の半自形を呈し他に白色の斜長

石石英黒雲母からなって角閃石を含むことが多い.

広島花嵩磐複合岩体

小島教授(雌4)は広島付近を通り岡山県から山口

県に連なり延長230たmで広島付近から北東に向って

鍵形に弩入して!00災独位のびて島根県下に達する巨大匁

花開岩の岩体を肱鶴花筒岩とよんだ.南限は領家帯で

断たれ北限は三都帯の南限とほぼ一致し中間非変成帝

申に現われる｡基盤構造との関連は瘤接で地塊運動に

関連した裂線深成績体とされる.おもなる岩相は粗粒

黒雲母花購岩でか妊り均質だカミ混成相を示す角閃石

黒雲母花筒閃緑岩もある.また混成石英閃緑岩匁いし

斑梅岩の小岩体も見出される.南北面限では一般ぽ急

角度の接触で貫入するが岩体の内部では古い地層を屋

根状にのせる(いわゆるルｰフ状接触)､吉岡博士の

広島複合岩体は広島花筒岩とほぼ同じものである.

第123図に広島花筒岩の分布を示す.

因美花繭岩複合体

広島県下には本岩体は現われたい.

(温)岡山県

岡山県下では上記の分類によって区分が行なわれてい

扱い.光野千春博士ら(ユ963)によると深成岩類の

貫入の順序には肩英閃緑岩一石英モンゾニ岩一花筒閃緑

岩一花筒岩類一各種砦脈の順に放る傾向が認められる.

石英閃緑岩および有英モンゾニ岩は割合いに小さい岩株

をしており流紋岩やより肯い地層を貫くが花開閃緑

岩や花筒岩類によって貫かれるものも知られる.しか

し花陶閃緑岩と花筒岩類との関係は明白で律祖い.

(C)山陰地方

木野崎元広島大学教授(1953)は鉱床学的立場から広

島山陰両型花筒岩を区別した.広島型花商岩にはタ

ングステン鉱床鐙石黄玉などの気成脈石を伴い山

陰側の山陰型ばはモリブデン鉱床を胚胎し気成鉱床を

伴わずかわって絹雲母床が賦存することが指摘された.

因美花開岩複合体および山陰製花禺繕類

小島1教授らは貫入麟式地質学的位麓岩石学的特徴

等によっていわゆる山陰型花筒岩を因美花筒岩複合体

とよんだ.山陰側と一部は中央脊梁部にも現われる,

大部分は粗粒の黒雲母花陶岩で部分的には黒色を増し

た混成花筒閃緑岩相をおびて角閃石も含む.岩体の中

心部には緩傾斜の接触面で屋根状に古い岩層と接触する

ものがありこれらは細粒相を示す.定まった方内性

カミなく塊状の岩体をつくる.山陰側の火成岩類は地

質調査所の甘旧直利技官村山正郎元技官らぽよって図

幅調査の研究として行匁われた｡流紋岩類と関係の深

い花商岩類としては余川花嵐閑緑岩がある.その後の

深成岩は第1より第3期のものとして大別されている.

第1期避大岩類一群の小岩体をなして中央脊梁

部に分布し斑梅岩～閃緑岩斜長石粉岩細粒黒雲母

花筒閃緑岩～花開岩文象斑岩花崩斑岩アプライト

質花嵩岩花陶閃緑紛岩等の岩相カミ広く変化する､岩

体毎にがつ岩体自体も著しく岩相を変じ一般に斑状組

織が著しく石基はしばしば微文象組織を有し後から

迷入岩によって著しく変質される.

第2期滋入籍類中粒角閃石黒雲母花嵩閃緑岩

粗粒角閃石黒雲母花陶岩中粒黒雲母花筒岩角閃石を

含む斑状黒雲母花開砦で脊梁地滅以南に広く底盤状をす

る花嵩岩類である.

第3期迷入繕類脊梁1｣｣派より北に広く小鴨型�



一23一

花開岩と称する粗粒黒雲母花商岩を主としアプライト

ペグマタイトおよびアプライト質花開岩を伴う.

因美花開岩複合体は第1～第3期迷入岩類のいずれを

指すか明瞭では狂いが多分第2および第3を含むもの

であろう.

(皿)山口県

村上教授(1961)は山口県下を中心とした地域の火成

岩類を火山岩類と関係づけて分類した.古いものから

関門層灘の火山活動と密接な関係にある斑岩石英斑岩

流紋岩など周南層灘などに関連したものやそれらに引

きつづいたものとして花闇閃緑岩アプライト斑板岩

石英閃緑岩などの貫入カミ行なわれた.さらに阿武層群

と密接な関係のあるものやそれらに引きっづいたものと

して流紋岩石英安山岩についで角閃石黒雲母花開岩

閃緑扮岩花開斑岩石英麹岩その他各種岩脈があり

最後の時階として大規模な深成活動が行なわれた.こ

れらの時階には幾つかの時期的なずれが見出されている.

それらのうちで最も重要なものは最終時階のものであっ

てそのうちで第1亜階は中央深成岩体に相当すると考

えられる斑板岩石英閃緑岩恋どの貫入第2亜階のも

のは山陰側に見られるもので石英閃緑岩花筒閃緑岩

花闇岩閃緑翰岩花開斑岩等が第3亜階は山陽側に

あって石英閃緑岩花商閃緑岩花筒岩等が見られる.

第4亜階のものは花商岩および花陶斑岩からなって因

美広島両岩体の貫入時期と一致するものとみなされる.

いずれも始新統の宇部属灘によっておおわれる.

(E)北九州地域

北九州の花筒岩類はかつて中国底盤を構成するものの

続きとみられたが松本教授らの努力によって古期のも

のカミ分離され西南大学の唐木嗣芳文教授らは元九州大

学教授故富田達博士と共にジル鴛ン対比法によって多

くの新期花闇岩類が識別されてきた｡

古期に属するものは糸亀花筒閑緑岩と深江花用岩であ

る.糸島型は糸島半島付近等にあって片状構造が著し

く三郡変成岩類の構造と調和的で領家帯のものに類

似する.深江花陶岩は糸島を明瞭に切るところもある

が場所によっては漸移的なこともある一片状構造は

あるが顕著ではない｡

朝倉花濁閃緑岩は領家の古期に属すると見られ

る.変成岩の構造に調和的な貫入型式をと蔦がそれ

との著しい混成現象は認められない.唐木胴博士ら

(1961)によってジルコンについての鉛一α法年数測定

では8000万年の値が出ている.鞍手型のものに似てい
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(唐木旧芳文ら1966)

るといわれるが年数の値だけではそれよりも若い年数を

示すものもあるから領家を否定することはできないだろ

う｡新期の深成岩類としては次の順序で貫入したと

み狂される.

鞍手花闇閃緑岩は脇野類似岩は下関亜層群を

貫く.柴田秀賢教授は下関亜層灘の火山活動と密接な

関係にあるとみたしている.

平尾花嵩閃緑岩は鞍手型とみたされていたヵミ

含まれるジノレコンの色調に差がある.石英閃緑岩閃

緑岩角閃石を含む黒雲母花闇岩にわたる岩相の変化に

とむものである.

真崎花嵩岩は朝倉花崩閃緑岩を貫く.おも桂る

ものは黒雲母花商岩である.ペグマタイト脈が発達し

種々の放射性鉱物を伴う.木村健次郎博士ら(1937)

によりピッチブレンドから9500および1020万年の値カミ算

出されている.朝倉との関係と年数測定との間にある

違いは何を意味するのであろうか.

勝蜘花闘岩は平尾花闘閃緑岩を貫く.平尾花闇

閃緑岩の接触部に主成分鉱物上の混成現象と共にジルコ

ンの添加現象が見られるという.

纂穂花鰯嵩は粗い石英長石を含む不等粒の黒雲

母花駒岩でアプライトおよびペグマタイト脈を伴う.

爽炭古第三系におおわれる由

(39頁へつづく)�


